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より得られる。温水治療技術を行う圃場土壌の白紋羽病抑止性を爪楊枝法で評価するこ

とにより、治療効果を予測できる可能性がある。  
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［目的及び背景］ 

  県内のナシ、ビワ産地では、土壌病害の白紋羽病が大きな問題となっている。近年、

環境負荷低減型の白紋羽病対策として温水治療技術が実用化され、県内のナシ産地にお

いて普及しつつある。一方、他県の事例において温水治療の効果は、複数年以上持続す

る場合と、処理翌年に白紋羽病が再発する場合があることが報告されている。また、温

水治療後、根の周辺では白紋羽病菌の拮抗菌として知られるトリコデルマ属菌の増殖が

しばしば観察される。このことから、温水治療の効果には、温水だけでなく圃場土壌の

拮抗菌も関与していることが推定される。そこで、農研機構が開発した土壌の白紋羽病

抑止性評価手法である爪楊枝法（中村ら、2011；Takahashi and Nakamura, 2019）を用

いて拮抗菌の関与の有無を明らかにする。 

 

［成果内容］ 

１ 爪楊枝法（図１）において、温水処理を行なった直後（供試土壌に爪楊枝を挿入す

る前）の爪楊枝上の白紋羽病菌の死滅域長は 13.9mm である。 

２ 爪楊枝法により、滅菌土壌及び滅菌土壌に拮抗菌（トリコデルマ属菌）を添加した

土壌の評価を行った場合、滅菌土壌では白紋羽病菌は爪楊枝の先端まで再度伸長し、

白紋羽病菌の死滅域長は０mm となる。また、拮抗菌添加土壌区の白紋羽病菌の死滅域

長は 24.9mm となり、その値は温水処理を行なった直後の死滅域長 13.9mm よりも長い

（表１）。 

３ 爪楊枝法において温水処理を行なわなかった場合、拮抗菌添加土壌区の白紋羽病菌

の死滅域長は 1.7mm であり、著しく短い（表１）。 



４ 以上の結果から温水治療には、土壌の拮抗菌が関与していることが明らかとなり、

温水と拮抗菌の相乗作用により治療効果が得られることが示唆される。 

５ 県内の果樹園土壌の白紋羽病抑止性を爪楊枝法により評価した場合、圃場や樹ごと

に評価値は大きく異なる（表２）。温水治療を行う処理樹株元の土壌の評価値が高い場

合には、高い治療効果が期待でき、低い場合には、治療効果が劣る可能性がある。 

 

［留意事項］ 

  温水治療を行う圃場土壌の爪楊枝法による評価値が著しく低い場合には、平成 30 年

度試験研究成果普及情報「ビワ白紋羽病の温水治療効果を向上させる土壌改良資材の選

抜」において選抜した土壌改良資材（トリコデソイル、アリスタライフサイエンス株式

会社）を施用することにより、治療効果の向上が期待できる。 

 

［普及対象地域］ 

  県内全域 

 

［行政上の措置］ 

 

［普及状況］ 

 

［成果の概要］ 



 

図１ 土壌の白紋羽病抑止性を評価（数値化）できる爪楊枝法の手順 

注 1）Takahashi and Nakamura(2019) を改変して作成した 

2）前列の爪楊枝（５本）のみ表示した 

 

 

試験区
温水処理
の有無

有り  24.9±4.2

無し   1.7±1.4

有り   0.0±0.0

無し   0.0±0.0

表１　爪楊枝法による温水と土壌の拮抗菌が白紋羽病菌の死滅に与える
　　　影響の評価

　白紋羽病菌の死滅域長（mm）

拮抗菌添加土壌

滅菌土壌

注1) Takahashi and Nakamura（2019）のデータから作成した
　2）表中の数値は３反復の平均値±標準誤差を示す
  3) 爪楊枝法において土壌へ爪楊枝を挿入する前に45℃30分の温水処理
　　 を行う場合は、温水処理有りとし、行わない場合は無しとした
　4）拮抗菌添加土壌は、果樹園土壌から分離され、白紋羽病菌に対する
     拮抗能が確認されたトリコデルマ属菌の分生子を滅菌土壌（160ml）
     に対し、100個添加して作製した
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樹種（地域） 樹№

Ⅰ    4.6±1.4

Ⅱ    4.5±1.0

Ⅲ    3.6±0.6

Ⅰ    3.7±0.5

Ⅱ    1.6±0.6

Ⅲ    1.2±0.6

Ⅰ   23.7±2.7

Ⅱ   21.5±2.3

Ⅲ   10.4±2.6

表２　爪楊枝法による県内果樹園土壌の白紋羽病抑止性評価値

　白紋羽病菌の死滅域長（mm）

注1) Takahashi and Nakamura（2019）のデータから作成した
　2）表中の数値は３反復の平均値±標準誤差を示す

ナシ（東葛飾地域）

ナシ（千葉地域）

ビワ（安房地域）


